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第 24 話 昭和天皇の践祚
せ ん そ

 

大 正
たいしょう

天皇の崩御
ほうぎょ

と昭和
しょうわ

天皇の践祚
せんそ

 

 

大正天皇はさきに久しくご病気のために摂政を置かれて、その後は 専
もっぱ

ら静
せい

養
よう

に努
つと

めておられたが、大

正 15年 10月の末、葉山
はやま

のご用
ごよう

邸
てい

において、気
き

管
かん

支
し

炎
えん

の 症
しょう

状
じょう

を発
はっ

せられ、12月初旬には右胸に気管支肺炎
はいえん

の 症 状
しょうじょう

で、日に日に重
おも

くなられた。 

大 正
たいしょう

天皇の崩御
ほうぎょ

 

このご容態
ようだい

の発表に、国民は憂
うれ

い懼
おそ

れて、ひとえに熱誠
ねっせい

をこめて、神明
しんめい

の加護
か ご

を祈
いの

り、或いは 宮 城
きゅうじょう

前に 跪
ひざまづ

いて祈
き

願
がん

し、或いは折からの寒天に体を水で清め、或いは夜半
やはん

に海水を浴びたりして、ご平癒
へいゆ

を

祈ったが、そのかいもなく、この月 25日午前 1時 25分、ついに御年 48 才をもって崩御
ほうぎょ

された。 全国民

は悲歎
ひたん

慟哭
どうこく

、はるかに葉山の空を拝して、つつしんで哀悼
あいとう

の 涙
なみだ

にくれた。 

天皇のご治世
ちせい

はわづかに 15 年に過ぎなかったが、明治天皇のご遺業
いぎょう

をついで、内
うち

にはますます憲政
けんせい

の

進歩をはかり、外にはいよいよ帝国の威信
いしん

をあげられ、進んで世界の平和、人類の幸福のために、日夜御心
おこころ

をつくされたのです。 そのご人徳
じんとく

の高いことは、内外のひとしく仰
あお

ぎ 奉
たてまつ

るところでした。 

昭和
しょうわ

天皇
てんのう

の践祚
せんそ

 

大正天皇が崩御されると、これより先き 12月 3日から葉山に滞在され、親しく父天皇を看
かん

護
ご

された摂
せっ

政
しょう

宮
みや

 裕
ひろ

仁
ひと

親王は、ただちに葉山御用邸において践祚
せんそ

されて、祖
そ

宗
そう

の神
しん

器
き

を承
う

けて第 124 代の天皇となら

れた。 すなわち、年号
ねんごう

を昭和
しょうわ

と 改
あらた

め、大正 15年 12月 25日以後をもって昭和元年とされた。 

朝
ちょう

見
けん

の儀
ぎ

 

こうして翌々27 日に、新帝は宮城に還幸
かんこう

され、その翌 28日、文武
ぶんぶ

百 官
ひゃっかん

を宮中正殿に召
め

して 朝
ちょう

見
けん

の儀
ぎ

を行われ、 勅
みことの

りして、我が国の国是
こくぜ

を示
しめ

された。 すなわち、すべて 着
ちゃく

実
じつ

を 尚
たっと

び、みづから工
く

夫
ふう

する

ことにつとめて、日に日に人文
じんぶん

を新
あら

たにし、国民一体となってますます国家の基礎
き そ

を固
かた

くして、又、広く

世界の人々と交
まじ

わりを敦
あつ

くせよと仰せられたのです。 

内閣総理大臣 若槻
わかつき

礼次郎
れいじろう

が奉答
ほうとう

して、日
にち

夜
や

勉
べん

励
れい

、報
ほう

効
こう

の 誠
まこと

を致
いた

し、もって聖
せい

旨
し

に答
こた

え 奉
たてまつ

るとし

た。 

ついで昭和 2年 1月 19日、先帝に大正天皇の追号
ついごう

を奉
ほう

じ、2月 7, 8 日をもって大
たい

葬
そう

の儀
ぎ

を新
しん

宿
じゅく

御
ぎょ

苑
えん

内で挙
あ

げた。 葬 場
そうじょう

殿
でん

の儀は 7 日 9 時から執
と

り行われ、昭和天皇は親
みづ

から玉串
たまぐし

を捧
ささ

げて御 拝
ぎょくはい

の後、玉 音
ぎょくおん

しめやかに以下の 御 誄
おしのびごと

を奏
そう

された。 

御名
ぎょめい

 敬
つつし

みて 

皇
こう

考
こう

の神
しん

霊
れい

に白
もう

す。 恭
うやうや

しく 惟
おもんみ

るに 

皇考
こうこう

位
くらい

に在
ま

しますこと十有
ゆう

五年、深
しん

仁
じん

厚
こう

澤
たく

人
じん

心
しん

を感
かん

孚
ぷ

したまえり。 一
いっ

朝
ちょう

不
ふ

豫
よ

久
ひさし

きに弥
わた

りて
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瘳
い

えたまわず。 その大
だい

漸
ぜん

を伝
つた

えるに当
あ

たりては、遠
えん

近
きん

争
あらそ

いて神
しん

祇
ぎ

に祷
いの

り、その大行を聞くに

及んでは億
おく

兆
ちょう

考
こう

妣
ひ

を 喪
うしな

う如
ごと

し。 嗟乎
あ あ

小子
しょうし

正
まさ

に諒 闇
りょうあん

に在
あ

り、梓
しん

宮
きゅう

を拝
はい

して音
おん

容
よう

を想
おも

い、 

殯
ひん

宮
きゅう

に候
こう

して涕
てい

涙
るい

を灑
そそ

ぐ。玆
ここ

に大喪
たいそう

の儀
ぎ

を行い、哭
な

いて霊
れい

柩
きゅう

を送
おく

りまつらんとする。  

今に威
かん

じ、昔を懐
おも

い、哀
あい

慕
ぼ

何
なん

ぞ已
や

まん。 嗚
あ

呼
あ

哀
かなし

い哉
かな

。 

御
ご

大
たい

葬
そう

の儀
ぎ

 

  午後 11時、一聲
いっせい

の喇叭
らっぱ

を合図
あいず

に、参列 8,000 の諸員は総員
そういん

起立
きりつ

して、先
せん

帝
てい

に対
たい

して最
さい

後
ご

の敬
けい

礼
れい

をす

ること 1 分間。 この同時刻
どうじこく

を期
き

して全国各地の国民もまたはるかに葬
そう

場
じょう

殿
でん

に向
むか

って、拝
はい

訣
けつ

した。 こ

うして式
しき

が終わると、ご霊
れい

柩
きゅう

は千駄ヶ谷
せ ん だ が や

仮停車場から御霊柩列車に移御
いぎょ

、中 央
ちゅうおう

線
せん

の淺
あさ

川
かわ

に向われた。 こ

こからは皇
こう

弟
てい

 秩
ちち

父
ぶの

宮
みや

癕
やす

仁
ひと

親王が聖
せい

上
じょう

の 名
みょう

代
だい

として霊柩に奉
ほう

侍
じ

した。 

  さて、御陵所
ごりょうしょ

は今度新しく東京府

南多摩郡
みなみたまぐん

横山村、淺川村、および元八王子
もとはちおうじ

村

所
しょ

在
ざい

の御 料
りょう

地
ち

内に設
せっ

定
てい

された武
む

蔵
さし

陵
りょう

墓
ぼ

地
ち

のうち、横山村大
おお

字
あざ

下
しも

長
なが

房
ふさ

字
あざ

龍
りゅう

ケ谷
や

戸
と

とい

うところで、8日午前 1時 55分、霊柩列車が

東淺川仮停車場に着くと、霊柩はただちに葱
そう

華
か

輦
れん

によってご陵地に移され、ここに厳
げん

粛
しゅく

なご蘞
れん

葬
そう

の儀が行われて、同 6 時に至って

大葬
たいそう

の儀は全く終わりを告げた。 

  御陵は多摩
たまの

陵
みささぎ

といいます。 

 

 

   東京 八王子          多摩
たまの

陵
みささぎ

 

  なお、大葬儀に当たって、天皇
てんのう

は恩赦
おんしゃ

の 詔
みことのり

を発して、大
たい

赦
しゃ

、減
げん

刑
けい

、復
ふっ

権
けん

などを行われると共に、

ご内帑
ないど

金
きん

百五十万円をご下賜
か し

になって、慈恵
じけい

救 済
きゅうさい

の資
し

に充
あ

てられた。 

    (  第 24話 昭和天皇の践祚
せんそ

 終わり。    第 6巻 終わり ) 


